
                                         

   

■
「

鋸
の
こ
ぎ
り

山
に
原
発
を
」と 

都
知
事
発
言 

今
や
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
破
綻
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
森
田
知
事
は
、
議
会
で
問
わ
れ

て
も
脱
原
発
の
意
思
を
明
確
に
せ

ず
、
す
べ
て
国
ま
か
せ
。 
 

東
京
都
知
事
が
「
千
葉
県
に
は

鋸
山
の
上
に
空
き
地
が
あ
る
。
津

波
も
来
な
い
し
、
あ
そ
こ
に
原
発

を
作
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

発
言
し
た
際
に
も
、
同
席
し
て
い

な
が
ら
抗
議
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

■
放
射
性
ご
み
焼
却
灰 

 

手
賀
沼
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場

の
敷
地
内
に
仮
置
き 

柏
、
我
孫
子
、
流
山
な
ど
で
一

時
保
管
さ
れ
て
い
る
８
０
０
０
ベ

ク
レ
ル
以
上
の
放
射
性
焼
却
灰
は

３
５
８
１
ト
ン
。
今
後
発
生
す
る

灰
の
う
ち
２
５
０
０
ト
ン
は
、
手

賀
沼
下
水
処
理
場
敷
地
内
で
一
時

保
管
す
る
決
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
仮
置
き
と
言
い
な
が
ら

今
後
ず
っ
と
そ
こ
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
と
地
元
は
戦
々
恐
々
と
し
て

い
ま
す
。 

      

  

■
放
射
性
廃
棄
物
の 

最
終
処
分
場
は
ど
こ
に
？ 

細
野
環
境
大
臣
が
来
県
し
、「
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
国

の
責
任
に
お
い
て
作
る
。
９
月
ま

で
に
場
所
を
選
定
し
、
平
成
27
年

ま
で
に
処
分
場
を
完
成
さ
せ
る
」

と
明
言
し
ま
し
た
。
人
口
が
過
密

で
な
い
国
有
地
を
候
補
地
と
し
て

検
討
す
る
、
と
な
れ
ば
、
南
房
総

の
ど
こ
か
が
狙
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
大

切
な
房
総
の
野
山
に
高
濃
度
の
放

射
性
物
質
を
入
れ
る
処
分
場
を
作

る
こ
と
に
は
、
絶
対
反
対
で
す
。 

■
地
域
防
災
計
画
に
原
発
事
故 

対
応
が
ほ
と
ん
ど
な
し
！ 

 
 

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
作
業

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な
の
は
原
発

事
故
が
起
き
た
場
合
の
、
避
難
や

応
急
対
策
が
な
い
こ
と
。 

長
野
県
で
は
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
ヨ
ウ
素
剤
備
蓄
そ
の
他
し
っ

か
り
原
発
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県

は
、
東
海
原
発
や
浜
岡
原
発
か
ら

３０
キ
ロ
圏
外
と
は
い
え
、
い
っ
た

ん
事
故
が
あ
れ
ば
被
災
県
と
な
り

ま
す
。
想
定

外
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
備

え
が
必
要
で

す
。 
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森
田
知
事
は 

 
 
  

あ
い
ま
い
な
答
弁
に
終
始
し
た 

脱
原
発 

５
月
５
日
子
ど
も
の
日
に
全
て
の
原
発
が
止
ま
っ
て
喜
ん

だ
の
も
つ
か
の
間
、
６
月
に
は
野
田
総
理
は
福
井
県
の
大
飯

原
発
再
稼
働
に
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
出
し
ま
し
た
。
福
島
原
発
事

故
後
の
処
理
は
い
ま
だ
目
途
が
立
た
ず
、
そ
の
後
も
地
震
は

頻
発
し
て
い
ま
す
。 

脱
原
発
、
再
稼
働
反
対
を
訴
え
る
首
相
官
邸
前
の
デ
モ
や

代
々
木
公
園
の
デ
モ
に
は
、
多
く
の
方
々
が
電
車
を
乗
り
継

い
で
参
集
し
人
数
は
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
想
い
と
声
は
総
理
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。 

古敷谷にライフル射撃場再開の条例成立 
「聞いてないよー！」と地元が反発 

 

 

同射撃場には、屋外のクレー射撃と屋内のライフル射撃場が

ありました。屋外射撃場の土塁に大量に打ち込まれたクレー射

撃の鉛玉が周辺の水を汚染している、として問題となり、平成

13年に閉鎖。その後、３年間で約 20億円かけて撤去してきま

した。ある程度の除去ができた後、「地元には、くれぐれも再

開等の時には状況報告をすること」と約束したのに、今回は、

ほとんどの人に何の事前の話もなく、いきなりライフル射撃場

（屋内）の再開の案が示されたので、地元が反発。 

私は、説明不足を主な理由として常任委員会で反対しました

が、その他の委員が賛成し可決されました。しかし、ことの重

大性を察知した県環境部は議会直前に開いた説明会で、今後は

途中経過も含めて丁寧な説明を行うと約束しています。 

 

 

 

最終処分場建設の工程表（環境省による） 

郷土を愛する人

達を甘く見ては 

いけないよ！ 

手賀沼処理場の敷地内：放射能の値の

高い焼却灰が入ったフレコンパック

の前で(3/21) 

6 月県議会で各会派から 28 本の意
見書が出され、市民ネットも 2本提出
しました。再稼働反対の意見書に賛成
したのは３会派だけで、採択されませ
んでした 

シリーズ １０ 
ひとこま・ともこ 

ｲﾗｽﾄ  
山本友子  

４～６月 ７～９ １０～１２１～３ ４～６月 ７～９ １０～１２ １～３ ４～６月 ７～９ １０～１２ １～３

２０１２年度 ２０１３年度 ２０１４年度

場所選定 住民説明 施設建設工事

自

民

党

民

主

党

公

明

党

共

産

党

市

民

ネ

ッ

ト

社

民

無

所

属

み

ん

な

の

党

県

民

声

無

所

属

開

拓

人数(95人） 56 17 7 4 4 4 1 1 1

大飯原発3・4号機再

稼働決定の撤回を求

める意見書
× × × ○ ○ × ○ × ×

子ども・被災者支援

法の実効性を高める

ことを求める意見書
× × × ○ ○ × × × ○

国に対する県議会意見書の賛否
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